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第９回
富久・余丁町南地区まちづくり協議会
第９回
富久・余丁町南地区まちづくり協議会

１．前回の振り返りと今回の位置づけ
２．アンケート調査の結果
３．今後の進め方
４．意見交換

本日の説明内容

新宿区 都市計画部 景観・まちづくり課
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１｜前回の振り返りと今回の位置づけ

＿第８回（前回）協議会での主なご質問・ご意見

＿第９回協議会の位置づけ



第１部 まちづくり構想骨子（たたき台）について

●まちづくりの方針１の「環状第４号線沿道にふさわしい街並みの形成」は、どのような手法で具体化して
いくのか。イメージがあれば示してほしい。

→地元のご意見を踏まえて検討するが、例えば、用途地域の変更や地区計画の策定によって、にぎわいのあ
る空間を形成できると考えている。（区）

●まちづくりの方向性で「にぎわいの中にも落ち着きのある市街地の形成を図る」とあるが、 個人的には
どちらかといえば落ち着きを重視したい。皆さんの意見が上手くまとまった構想になると良いと思う。

●富久さくら公園でお祭り等の行事が行われるようになると、コミュニティの中心が富久町側に寄ってしま
う。余丁町のコミュニティを強化できないか。

→どのようなことに取り組めるかは、今後、皆さまと相談しながら考えていきたい。（区）

●環状第４号線開通後、自動車の交通量増加に伴う騒音や振動の増加が予想されるが、この課題は、構想で
扱わないのか。

→構想を基に自動車の騒音や振動の課題を解決することは難しい。一方で、構想を実現するまちづくりルー
ルによって環状第４号線沿道に固くて高い建物、燃えにくい建物への建て替えを誘導していくことで後背
の住宅地では騒音等の軽減も可能と思われる。（区）

１｜ 前回の振り返りと今回の位置づけ

第８回（前回）協議会での主なご質問・ご意見
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●：参加者のご質問・ご意見 →：区の回答



１｜ 前回の振り返りと今回の位置づけ

第８回（前回）協議会での主なご質問・ご意見

4その他のご質問・ご意見については区のホームページに掲載しています。

新宿区HP

第２部 再開発について

●再開発と協議会のまちづくりの目的が一致しているのであれば、このような形式の会議を増やしてほしい。

→再開発側が協議会のまちづくりの目的に合わせて検討していると認識している。今回のように協議会で
再開発の内容を扱うかどうかは検討する。なお、区は再開発を積極的に推進する立場ではなく、再開発事
業の中でどのようなまちづくりを進めるかは準備組合の皆様で検討されるものと考えている。（区）

→今回ご説明した緑豊かなまちの創出やまちの防災性の向上といったまちづくりを推進するためには、住
民自身が考えていかないと実現できないと考えている。（準備組合）

●再開発検討区域外に居住している。地権者の賛同は、どの程度得られているのか。

→地権者の皆様に再開発に賛同するかどうか諮っていない段階であり、明確な回答はできない。（準備組合）

●再開発検討区域内の地権者間でしっかりと話し合えていないので、 地権者だけで意見交換できる場や仕
組みを検討してもらいたい。

→これまでフリーディスカッション等の意見交換会を実施し、地権者の意見を計画に反映してきました。（準
備組合）

●再開発を行う場合、デベロッパー等民間事業者が費用負担するのか。

→そのとおりです。現時点では検討段階であり、売却面積を増やして公園の面積を確保する等収支のバラン
スを見ながら検討を進めています。（準備組合）

●：参加者のご質問・ご意見 →：再開発準備組合の回答  →：区の回答



第９回協議会の位置づけ
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第６回協議会
R7.３/14

○まちづくり構想の検討
○まちづくりルール（用途地域の変更、地区計画）の検討

済

第７回協議会
R7.7/30

○将来の富久・余丁町南地区について意見交換（ワークショップ）

○第７回協議会等での意見を反映した、まちづくり構想骨子（たたき台）について
意見交換

○まちづくり構想を実現するためのまちづくりルールの例示
○準備組合による再開発の概要紹介と質疑応答

まちづくり構想骨子（たたき台）に関するアンケート調査の実施

済

第８回協議会
R7.12/10

１｜ 前回の振り返りと今回の位置づけ

第９回協議会
R8.3/16

○アンケート結果の共有
○まちづくり構想の方向性について
○意見交換

済

R7.12/11～
12/26

済
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２｜アンケート調査の結果

＿アンケート調査の概要

＿アンケート調査の結果



アンケート調査の概要
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２｜ アンケート調査の結果

「まちづくり構想骨子（たたき台）」について、地域の皆様のご意見をいただくため、
アンケート調査を実施しました。

調査対象

当地区内に
①土地又は建物を所有されている方
②お住まいの方
③営業されている方

調査時期 2025年12月11日（木）～26日（金）

回答数・回答率
【回答数】483件
【回答率】11.2２％（配布・郵送：4,303件）

設問

回答者の属性（居住等の状況、土地・建物の所有関係、環状第４号線沿道に該当するか）

まちづくり構想骨子（たたき台）の全体について
まちの将来像及びまちづくりの方針について
方針１～３ごとのまちづくりの方向性について
再開発について（属性、期待・懸念・その他）

※次ページ以降のアンケートの集計結果の数値については、小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計しても100％と
ならない場合があります。



問１～３.回答者の属性
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２｜ アンケート調査の結果

居住等の状況について

⚫ アンケートにご回答いただいた方のうち、約61％が当地区にお住いの方で、約35％の方が区
域外にお住いの方でした。また、約77％の方が、当地区内に土地や建物をお持ちの方でした。

⚫ 環状第４号線沿道の区域に該当する方は28％でした。

土地・建物の所有関係について

環状第４号線沿道に該当するかどうか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区域内に居住

区域外に居住

区域内で営業

無回答

0% 20% 40% 60% 80%100%

環状第４号線沿道に該当する

環状第４号線沿道に該当しない

わからない

無回答

当区域内の土地又は建物

を所有

当区域内の土地又は建物

を所有していない

無回答

 環状第４号線
 沿道の区域

292件（60.5％）

171件（35.4％）

24件（5.0％）

5件（1.0％）

135件（28.0％）

319件（66.0％）

27件（5.6％）

5件（1.0％）

371件
（76.8％）

104件
（21.5％）

８件（1.7％）



問４.まちづくり構想骨子(たたき台)全体について
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２｜ アンケート調査の結果

全体の感想

⚫ 現在の地域が持っている個性や良い点等の記載がない。

⚫ 協議会区域全体への影響を考えると、再開発の地域貢献も含めて一緒に検討を進めるべきだと思う。

⚫ 抽象的な内容が多いので、現時点で評価することは難しい。 など

「あまり良くない」「良くない」と回答した方のご意見

⚫ 環状第４号線沿道に該当する方と、環状第４号線沿道に該当しないまたはわからないと回答し
た方を「環４沿道以外」として分けて集計しています。

⚫ 「環４沿道」と「環４沿道以外」の方の回答は、同様の傾向にあり、どちらも「良い」と「まあまあ良
い」を合わせた回答が約70％～80％となっています。

⚫ 「環４沿道以外」の方は、「環４沿道」の方と比較すると、「まあまあ良い」の割合が約14％高く、
「あまり良くない」の割合が約７％低くなっています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環４沿道

それ以外

良い まあまあ良い あまり良くない 良くない その他 無回答

45件
（33.3％）

48件
（35.6％）

19件
（14.1％）

15件
（11.1％）

7件
（5.2％）

1件
（0.7％）

108件
（31.0％）

171件
（49.1％）

26件
（7.5％）

28件
（8.0％）

10件
（2.9％）

5件
（1.4％）

環４沿道以外
（環状第４号線沿
道に該当しないま
たはわからないと
回答した方）

環４沿道
（環状第４号線沿
道に該当すると回
答した方



方針３
良好な住環境とみどりの確保
豊かなコミュニティの形成
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参考 まちづくり構想骨子（たたき台）の抜粋

まちの将来像

まちの将来像及びまちづくりの方針

方針１
環状第４号線沿道にふさわしい
街並みの形成

環状第４号線を軸とした、災害に強く、賑わいとみどりがあふれるまち

方針２
環状第４号線を軸とした、
燃え広がらないまちの形成

整備中の環状第４号線

地区内の狭あいな道路

中富久児童遊園

※富久クロスを含む西富久地区では、引き続き西富久地区地区計画に基づくまちづくりを進めます。



問５.まちの将来像及びまちづくりの方針について
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２｜ アンケート調査の結果

まちの将来像及びまちづくりの方針

⚫ 「環状第４号線沿道にふさわしい」（方針１）は何をイメージしているのか分からない。

⚫ まちの人のつながりができるのか不安。

⚫ 他の地域でも当てはまるようなコンセプトだと感じる。 など

⚫ 「環４沿道」と「環４沿道以外」の方の回答は、同様の傾向にあり、どちらも「良い」と「まあまあ良
い」を合わせた回答が約70％～８0％となっています。

⚫ 「環４沿道以外」の方は、「環４沿道」の方と比較すると、「まあまあ良い」の割合が約８％高く、
「あまり良くない」と「良くない」の割合がそれぞれ約６～７％低くなっています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環４沿道

それ以外

「あまり良くない」「良くない」と回答した方のご意見

良い まあまあ良い あまり良くない 良くない その他 無回答

43件
（31.9％）

53件
（39.3％）

19件
（14.1％）

15件
（11.1％）

4件
（3.0％）

1件
（0.7％）

122件
（35.1％）

166件
（47.7％）

26件
（7.5％）

20件
（5.7％）

11件
（3.2％）

3件
（0.9％）

環４沿道以外

環４沿道



参考 まちづくり構想骨子（たたき台）の抜粋

まちづくりの方針と方向性

⚫環状第４号線沿道では、地域住民が安心
して住み続けることのできる住宅を中心
としつつ、地区内の利便性向上に寄与する
店舗が立地した、にぎわいの中にも落ち着
きのある市街地の形成を図ります。

⚫後背地における住環境に配慮しつつ、幹線
道路にふさわしい土地利用を誘導します。
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方針１ 環状第４号線沿道にふさわしい街並みの形成

まちづくりの方向性 方針図



問６.方針１のまちづくりの方向性について
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２｜ アンケート調査の結果

方針１のまちづくりの方向性

⚫ 「環４沿道」と「環４沿道以外」の方の回答は、どちらも「良い」と「まあまあ良い」を合わせた回答
が約70％～８0％となっています。

⚫ 「環４沿道以外」の方は、「環４沿道」の方と比較すると、「まあまあ良い」の割合が約８％高くなっ
ています。

良い まあまあ良い あまり良くない 良くない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環４沿道

それ以外

環４沿道
50件

（37.0％）
48件

（35.6％）
10件
（7.4％）

10件
（7.4％）

16件
（11.9％）

1件
（0.7％）

126件
（36.2％）

150件
（43.1％）

23件
（6.6％）

25件
（7.2％）

14件
（4.0％）

10件
（2.9％）環４沿道以外



参考 まちづくり構想骨子（たたき台）の抜粋

まちづくりの方針と方向性

⚫環状第4号線をはじめとした幹線道路
沿道では、後背地の防災性の向上に
寄与するため、沿道建物の不燃化に
合わせて延焼遮断帯の形成を図ります。

⚫地震時のブロック塀の倒壊を抑制する
など、災害時に安全な避難経路の確保
を目指します。

⚫災害時に地域での助け合いができるよ
う、コミュニティの強化を図るとともに、
町会による防災活動や、町会間の連携
を強化します。
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方針２ 環状第４号線を軸とした、燃え広がらないまちの形成

まちづくりの方向性 方針図



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環４沿道

それ以外

問６.方針２のまちづくりの方向性について
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２｜ アンケート調査の結果

方針２のまちづくりの方向性

⚫ 「環４沿道」と「環４沿道以外」の方の回答は、どちらも「良い」と「まあまあ良い」を合わせた回答
が約８0％となっています。

良い まあまあ良い あまり良くない 良くない その他 無回答

環４沿道 61件
（45.2％）

44件
（32.6％）

5件
（3.7％）

6件
（4.4％）

17件
（12.6％）

2件
（1.5％）

161件
（46.3％）

126件
（36.2％）

14件
（4.0％）

21件
（6.0％）

15件
（4.3％）

11件
（3.2％）環４沿道以外



参考 まちづくり構想骨子（たたき台）の抜粋

まちづくりの方針と方向性

⚫環状第4号線の後背地においては、戸建
住宅や共同住宅を中心とした、地域住民が
安心して住み続けられる住宅市街地の形成
を図ります。

⚫無秩序な更新を防ぎ、うるおいある落ち着
いた住環境を保全するため、敷地の細分化
を防ぐとともに、良好なみどりを確保します。

⚫環状第4号線整備後においても、住民の
コミュニティが良好に持続するよう、地域
行事の継承等を図ります。

⚫みどり豊かで落ち着いた歩行空間を形成
するため、環状第４号線沿道の街路樹を
補完する、沿道の緑化を図ります。
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方針３ 良好な住環境とみどりの確保 豊かなコミュニティの形成

まちづくりの方向性 方針図



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

環４沿道

それ以外

53件
（39.3％）

49件
（36.3％）

8件
（5.9％）

6件
（4.4％）

17件
（12.6％）

12件
（1.5％）

153件
（44.0％）

127件
（36.5％）

15件
（4.3％）

24件
（6.9％）

17件
（4.9％）

12件
（3.4％）

問６.方針３のまちづくりの方向性について
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２｜ アンケート調査の結果

方針3のまちづくりの方向性

⚫ 「環４沿道」と「環４沿道以外」の方の回答は、どちらも「良い」と「まあまあ良い」を合わせた回答
が約８0％となっています。

⚫ 「環４沿道以外」の方は、「環４沿道」の方と比較すると、「良い」の割合が約５％高くなっています。

良い まあまあ良い あまり良くない 良くない その他 無回答

環４沿道

環４沿道以外



問６.各方針のまちづくりの方向性について
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２｜ アンケート調査の結果

⚫ 街並みの考え方について、具体的に示してほしい。

⚫ 児童遊園で行われていた盆踊りには、老若男女の住人が参加している。地域の祭りができる貴
重な場所がなくなり、分断につながってしまう。

⚫ スーパーなど生活に便利な施設が充実すると良い。

⚫ 環状第４号線の整備による防火性能の向上は望ましいが、後背の木造住宅が密集しているエリ
アでの防火・防災の取組に期待する。

⚫ ペンシルビルが立ち並ぶような個性のないエリアになってほしくない。

⚫ 既存のまちの良い点にも目を向け、そうした独自の環境を継承することを要望する。

⚫ 多世代がつながりやすくなるのは、良いことだと思います。 など

問６についての主なご意見



再開発の検討状況
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参考 富久・余丁町南地区まちづくり構想骨子（たたき台）等に関するアンケート調査 別紙２



問７～８.再開発について
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２｜ アンケート調査の結果

■準備組合の区域

居住・所有・営業されて
いる場所が準備組合※

区域に含まれるか

含まれる 含まれない

わからない 無回答

⚫ 周辺の細い道が整備され、防災につながれば安心です。

⚫ 高層棟のマンションなどができるのであれば、景観の悪化や日当た
りが心配です。

⚫ 新宿区は準備組合と癒着しているのか。新宿区のスタンスに疑問
を感じる。

⚫ 地域の皆さん(まちづくり協議会)に対して、継続して情報を提供し
てほしい。 など

⚫ 再開発と一体で公園・広場が整備され、地域のコミュニティ拠点が
できることを期待します。

⚫ 乱雑な雰囲気になったり、昔からの雰囲気が壊れてしまうことを懸
念しています。

⚫ 落ち着きのあるキレイな街、安心して子どもが歩ける・遊べる街に
してほしい。 など

準備組合の区域に「含まれる」と回答した方の主な意見

準備組合の区域に「含まれない」「わからない」と回答した方の主な
意見

※富久町・余丁町地区市街地再開発事業準備組合。なお、現在は、市街地再開発事
業に関する可能性の検討が進められている状況で、同事業が実施されることは
決定しておりません。

143件
（29.6％）

294件
（60.9％）

33件
（6.8％）

13件
（2.7％）



自由意見
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２｜ アンケート調査の結果

⚫ 環状第４号線沿道は、新宿御苑から若松河田駅までが散歩道となるような美しい街並みになる
ことを期待している。

⚫ 環状第４号線沿道の環境が住みやすく、過ごしやすくなることで、お店や人が集まる循環が生
まれるように変わったらいいなと思います。

⚫ 変えて新しくしていくことは良いけど、古き良きも残しながらやっていってほしい。

⚫ 他の地域でも通用するありきたりなものに感じた。

⚫ 低層の建物が立ち並ぶ落ち着いた雰囲気が、この地域にはふさわしいと考えています。

⚫ 子どもや老人が歩きやすく、出かけやすい街になったら良い。 など

主なご意見

⚫ 自由意見は、172件ありました。

※区のホームページで全ての回答を公開しています。
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３｜今後の進め方

＿まちづくり構想案の方向性

＿まちづくり構想の参考事例

＿まちづくり構想案作成にあたっての考え方

＿まちづくり構想案のイメージ

＿まちづくり構想の実現に向けた手法例

＿今後の予定（令和８年度以降）
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案の方向性

アンケート調査の結果より、

✓ まちづくり構想骨子（たたき台）全体、まちの将来像及びまちづくりの方針の感想について、
「良い」と「まあまあ良い」の回答がいずれも約70％～80％となっています。

✓ まちづくり方針１～３の方向性は、いずれも「良い」と「まあまあ良い」の回答合わせると約
70～80％となっている一方で、 「沿道にふさわしいとは何か」など具体的なイメージが分
からないといった意見も見られます。

✓ 各設問の記述回答では、「地域の個性の記載がない」や「他の地域でも当てはまることしか書
かれていない」など富久・余丁らしい記述が少ないといった意見が見られました。

✓ 再開発に関しては、期待と懸念の両方の意見があるとともに、まちづくり構想と再開発を一
緒に検討すべきという意見も見られます。

次の点を追加して、まちづくり構想案を作成していきます

① まちづくり方針１の方向性について具体的な記載を追加する

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加する

③ 大規模な開発が行われる場合の内容を追加する

まちづくり構想案の方向性
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想の参考事例

① まちづくり方針１の方向性について具体的な記載を追加する場合のイメージ

出典：飯田橋駅東口周辺地区まちづくり構想（平成31年３月策定）

沿道のまちなみの例が事例
写真で掲載されています
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想の参考事例

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加する場合のイメージ

出典：若葉・須賀町地区まちの将来像（令和５年５月策定）

寺町らしさを活かした取組の
方向性が掲載されています
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想の参考事例

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加する場合のイメージ

神田川を活かすなど地域の特性が方
向性に反映されています

出典：飯田橋駅東口周辺地区まちづくり構想
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想の参考事例

③ 大規模な開発が行われる場合の内容を追加する場合のイメージ

出典：飯田橋駅東口周辺地区まちづくり構想
再開発等大規模な開発が
行われる場合の内容が
掲載されています。
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案作成にあたっての考え方

① まちづくり方針１の方向性について具体的な記載を追加するにあたって

●共同住宅や戸建住宅など住宅を中心とした沿道

●地域住民が使いやすい利便性向上に寄与する店舗等が立地する沿道

当地区

都心居住推進地区

住、職、遊が近接し、
業務商業施設と複
合した利便性の高
い集合住宅等の整
備を誘導する地区

環状第４号線沿道の
位置づけ

※若松地域まちづくり方針図より、富久・余丁
町南地区を拡大して表示しています。

追加する

キーワード

ワークショップ（第７回協議会）やアンケート
でのご意見

区の上位計画

都市マスタープラン（平成29年（2017年）12月策定）

環状第４号線沿道で期待することなど

◆ 高いビルばかりではなく、落ち着いた住宅地で
あってほしい。

◆ 住宅地中心のエリアなので広い道路の沿道に地
域住民が使えるお店がある、歩きたくなる街並
みにしてほしい。

◆ 広幅員道路に相応しい街並みが整備されること。

◆ 小規模なビルが乱立すると、まちとしての一体
感がなくなってしまうと思う。

◆ 昔に比べると周囲に店舗が少なくなったので、
低層階に店舗があると良い。

◆ 住宅や商業等が一体となった複合住宅地が良い。



説明後
意見交換
します
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案のイメージ

① まちづくり方針１の方向性について具体的な記載を追加する場合のイメージ

■富久・余丁町南地区まちづくり構想骨子（たたき台）

▲共同住宅や戸建住宅など大小様々
な規模の建物が建ち並ぶ沿道
（目黒区・目黒通り）

▲小規模な店舗が連なる沿道
（港区・プラチナ通り）

環状第４号線沿道に
ふさわしい街並みの
イメージを追加

■まちづくり方針に具体的なイメージ（事例写真）を追加したイメージ

■沿道の街並みの例

街並みに関する
具体的な文言を追加

・環状第４号線沿道では、地域住民が安心して住み続けられ
る共同住宅や戸建住宅を中心としつつ、地域住民が使いや
すい利便性向上に寄与する店舗等が立地した、にぎわいの
中にも落ち着きのある市街地の形成を図ります。

・後背地における住環境に配慮しつつ、幹線道路にふさわし
い土地利用を誘導します。



30

３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案作成にあたっての考え方

●新宿駅に近くて便利な立地

●落ち着いた住環境

●お祭り・盆踊りなどのコミュニティ活動

追加する

キーワード

ワークショップ（第７回協議会）やアンケートでのご意見

富久・余丁町南地区の魅力・特性

◆ 新宿駅に近いのに落ち着いていて、住民同士の関係性が身近に感じられる。

◆ 縁日のお祭りや盆踊りが、コミュニティ形成に役立っている。子どもたちも楽しみにしている。

◆ 新宿とは思えないほど静かな環境だ。

◆ 新宿だけど新宿らしくない。

◆ 後背の住宅地は、下町感のある街並みが魅力である。

◆ この地区は、昔から戸建住宅が多い地区である。

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加するにあたって



視点 現況 課題

環状第４号線
沿道の

土地利用・
まち並み

○現在、環状第４号線の
整備が進められている
〇住居系の土地利用が
大半を占めている

○広域幹線道路沿道に
ふさわしい街並み
形成が必要

防災
○木造・防火造の建物が
密集している場所や狭
あいな道路が見られる

○災害時に延焼などが
懸念される街区が
ある

住環境・
みどり・

コミュニティ

○新宿駅に近くて便利
○幹線道路沿道外側（後
背地）には、低層の
落ち着いた住宅地が
広がっている
○お祭りや盆踊りなどコ
ミュニティ活動が行わ
れている

○落ち着いた住環境の
維持に加え、みどり
の確保が求められて
いる
○都市計画道路整備に
より、コミュニティ
の分断が懸念されて
いる

説明後
意見交換
します

31

３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案のイメージ

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加する場合のイメージ

■富久・余丁町南地区まちづくり構想骨子（たたき台）

■「富久・余丁町南地区らしさ」を追加したイメージ

富久・余丁町南地区らしさ
（地域の特性）を追記



説明後
意見交換
します
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案のイメージ

■富久・余丁町南地区まちづくり構想骨子（たたき台）

■「富久・余丁町南地区らしさ」に関する内容を追加したイメージ

② 「富久・余丁町南地区らしさ」を追加する場合のイメージ

・新宿駅に近い立地でありながら落ち着いた住環境の継承を
図ります。

・環状第４号線の後背地においては、戸建住宅や共同住宅を
中心とした、地域住民が安心して住み続けられる住宅
市街地の形成を図ります。

・無秩序な更新を防ぎ、うるおいある落ち着いた住環境を 
保全するため、敷地の細分化を防ぐとともに、良好な   
みどりを確保します。

・環状第４号線整備後においても、当地区らしいコミュニ
ティ活動が良好に持続するよう、地域行事の継承等を図り
ます。

・みどり豊かで落ち着いた歩行空間を形成するため、環状
第４号線沿道の街路樹を補完する、沿道の緑化を図ります。

富久・余丁町南地区
らしさに関する文言を

追加
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３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案作成にあたっての考え方

●方針１：後背地の住環境に配慮した景観や高さを誘導

●方針２：防災機能の向上

●方針３：地域のコミュニティ活動に資するオープンスペース

追加する

キーワード

アンケートでのご意見

再開発に期待すること・懸念すること

◆ 環状第４号線沿道が歩きたくなるような沿道になることを期待している。

◆ 高層棟のマンションなどができるのであれば、景観の悪化や日当たりがどうなるのか心配です。

◆ 狭い路地が多かったので、火事の時に心配でした。防災の面で改善されると良いです。

◆ 今までのように盆踊りなどのイベントが問題なく開催でき、地域コミュニティの場として整備されることを期待
します。

③大規模な開発が行われる場合の内容を追加するにあたって



説明後
意見交換
します

３｜ 今後の進め方

まちづくり構想案のイメージ

③大規模な開発が行われる場合の内容を追加したイメージ

■富久・余丁町南地区まちづくり構想骨子（たたき台）

■大規模な開発が行われる場合の内容を追加したイメージ

⚫大規模な開発が行われる場合は、後背地の住環境に配慮
した景観や高さを誘導します。

⚫大規模な開発が行われる場合は、地区内の細街路の解消
に加え、防災備蓄倉庫を設ける等、防災機能の向上を図
ります。

⚫大規模な開発が行われる場合は、盆踊りやお祭りなどの
地域のコミュニティの拠点となる広場等のオープンス
ペースの拡充を目指します。

大規模な開発が行われる
場合の内容を追加

「方針１ 環状第４号線沿道にふさわしい街並みの形成」
に関する方向性に追加

「方針２ 環状第４号線を軸とした、燃え広がらないまちの形成」
に関する方向性に追加

「方針３ 良好な住環境とみどりの確保、豊かなコミュニティの形成」
に関する方向性に追加

34



まちづくり構想

３｜ 今後の進め方

まちづくり構想の実現に向けた手法例

まちづくり構想の実現に向けては、「まちづくりルール」「地元での取組み」を両輪として進めるこ
とが考えられます。

■まちづくり構想と実現手法との関係

構想の実現手法

まちづくりルール

建物の建替えに際しての建
て方のルールを定めるもの

例）用途地域の変更、地区計
画の策定

地元での取組み

コミュニティの持続、防災
まちづくりのための仕組み
作りなど、地元の皆さんに

よる取組み

方針１
環４
沿道

沿道の土地利用の誘導

良好な沿道景観の創出

方針2
防災

延焼遮断帯の形成

地区の防災性能の向上

方針3
住環境
みどり
ｺﾐｭﾆﾃｨ

良好な住環境の形成・みどりの確保

豊かなコミュニティの形成
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今後の予定（令和８年度以降）

第６回協議会
R7.３/14

○まちづくり構想の検討
○まちづくりルール（用途地域の変更、地区計画）の検討

済

第７回協議会
R7.7/30

○将来の富久・余丁町南地区について意見交換（ワークショップ）

○第７回協議会等での意見を反映したまちづくり構想骨子（たたき台）につい
て意見交換

○まちづくり構想を実現するためのまちづくりルールの例示
○準備組合による再開発の概要紹介と質疑応答

○アンケート結果の共有
○まちづくり構想の方向性について
○意見交換

まちづくり構想骨子（たたき台）に関するアンケート調査の実施

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度
以
降

まちづくり構想案に関するアンケート調査の実施

まちづくり構想の策定

まちづくりルールの決定手続きへ

適宜協議会
あるいは部会

本日

○まちづくり構想の検討
○まちづくりルールの検討 など

今後の予定

済

第８回協議会
R7.12/10

３｜ 今後の進め方

済

済

第９回協議会
R８.３/16
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４｜意見交換

＿意見交換のテーマと進め方
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意見交換のテーマと進め方

４｜ 意見交換

●まちづくり構想案の方向性について、時間を区切ってテーマごとに意見交
換を行います。

まちづくり方針に追加する具体的なイメージについてテーマ１

「富久・余丁町南地区らしさ」の追記についてテーマ２

大規模な開発が行われる場合の記載の追加についてテーマ３

約15分

約15分

約15分
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ご視聴、ありがとうございました
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